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大地の芸術祭開幕間近
　　　　　作品も姿を現す

　r大地の芸術祭」開幕（7月20日）も近づき、

村内各地に芸術家の作品も次々と姿を現して

きました。

　旧土倉分校では、運動場や教室が作品で埋

め尽くされ、ボランティアの皆さんがペンを

片手に作品制作に取り組んでいました。

騨　彰懸’訓　　博

・人に地球に
っねにやさしい下水道…一②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………④～⑤

●里創プラン通信…・…・…………・・……………・…・⑦

●農村地域生活アドバィザーだより………………⑧

●お知らせ・……………∴……・……………・・…◎～⑪

●カレンダー………………●…………●●…●●。●…●⑫
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篭

　振　拳

り
鮨
．

藩

排
水
設
備
■
事
巻
礁

　
宅
地
内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
ま
す

に
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室

　
　
　
　
　
の

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
流
し
込
む
施
設

を
い
い
ま
す
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
、
村
指
定
の
工

事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

店
は
別
記
1
の
と
お
り
で
す
。

排
水
設
備
の
期
限
ぽ
、

　
供
用
開
始
を
さ
れ
た
日
か
ら
3
年

以
内
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始

期
　
　
限

平
成
8
年
3
月

平
成
1
1
年
3
月

平
成
8
年
6
月

平
成
11
年
6
月

平
成
9
年
3
月

平
成
1
2
年
3
月

平
成
1
0
年
3
月

平
成
1
3
年
3
月

平
成
1
1
年
3
月

平
成
1
4
年
3
月

平
成
1
2
年
3
月

平
成
1
5
年
3
月

　
平
成
8
年
・
平
成
9
年
に
供
用
開

始
さ
れ
た
区
域
の
方
は
、
3
年
を
経

過
し
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
計
画
の

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
に
供
用
開
始
区
域
の
方

は
、
平
成
1
3
年
3
月
が
期
限
と
な
り

ま
す
。費

用
の
実
績
健

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費
用
は
、

別記2　　　　　　　　　　　一
　　　平成11年度排水設備工事の費用実績

金　　　額 汲み取懲式 浄籍糟講

30万円以下 0件 10件

30万円～　50万円以下 5件 、14件

50万円～　70万円以下 7件 6件

70万円～100万円以下 32件 2件

100万円～120万円以下 12件 0件

120万円～150万円以下 6件 0件

150万円以上 8件 0件

計 70件 32件

平　　　均 1、05万円 39万円

平成10年度平均 81万円 50万円

平成9年度平均 84万円 50方円

住
宅
の
間
取
り
や
ト
イ
レ
の
種
類
、

宅
地
内
の
布
設
管
の
距
離
等
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

　
平
成
1
1
年
度
に
水
洗
化
さ
れ
た
工

事
費
の
実
績
は
別
記
2
の
と
お
り
で

す
。

融
資
制
度
の
内
容
麟

◆
貸
付
限
度
額
　
1
0
0
万
円
以
内

◆
貸
付
利
率
　
年
2
・
5
％

◆
償
還
方
法

　
5
年
以
内
の
元
利
均
等
償
還

◆
保
証
人
　
1
名

※上記の表は、公共建物と新築住宅を除いた数字です。

◆
手
続
き

　
排
水
設
備
工
事
店
ま
た
は
、
環
境

課
下
水
道
係
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
1
1
年
度
の
貸
付
実
績

　
7
件
　
5
4
9
万
円

◆
取
扱
い
金
融
機
関

・
第
四
銀
行
十
日
町
支
店

・
北
越
銀
行
十
日
町
支
店

・
大
光
銀
行
十
日
町
支
店

・
新
潟
中
央
銀
行
中
里
支
店

・
新
潟
県
労
働
金
庫
十
日
町
支
店

・
十
日
町
農
協
中
里
基
幹
支
所

◆
管
渠
工
事

　
上
山
、
芋
川
、

部

倉
俣
、
宮
中
の
一

供
用
賑
蠣
屡
域
．
．

◆
区
域

　
芋
沢
全
域
、
田
沢
、
如
来
寺
、
通

り
山
の
一
部
、
高
道
山
か
ら
白
羽
毛

の
全
域

◆
供
用
開
始
日

　
平
成
1
2
年
3
月
2
8
日

受
益
養
分
担
叢
、

◆
平
成
1
2
年
度
告
示
区
域

　
通
り
山
の
一
部
、
高
道
山
、
朴
木

沢
、
朴
木
沢
新
田
、
白
羽
毛

◆
納
付
期
限
　
平
成
1
3
年
3
月
末

◆
納
付
金
額
　
2
8
万
円

◆
説
明
会

　
告
示
区
域
の
集
落
に
つ
い
て
9
月

上
旬
予
定

☆
処
理
場
の
増
設
工
事
が
3
月
末
に

完
了
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
排
水

設
備
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
環

境
整
備
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

　
役
場
環
境
課
下
水
道
係

　
E
6
3
1
3
1
1
1

　
　
　
　
（
内
線
1
6
1
・
1
6
2
）

2



排水設備申請実績　　　　　　　別記1

　　　　　平成12年6月20日現在
集落名 職1群麟 平翻2鍍 誹

芋　　一沢 2 4 6
田　　沢 6 10 16

如来寺 26 7 33
桂 13 4 17

上　　山 96 7 103
田　　中 68 1 69
小　　原 39 2 41
干　　溝 52 6 58
荒　　屋 74 2 76
山　　崎 53 9 62
通り　山 5 4 9
高道山 一 7 7
朴木沢 一 2 2
朴木沢新田 一 1 1
白羽毛 1 2 3
宮　　中 1 一 1
合　計 436 68 504

中里村下水道排水設備指定工事店

工事店名 住　所 電　話 玉事店名 住　所 電　話

大隆建設㈱ 宮　中 63－2344 ㈲樋口建設 桔梗原 63－3937

大村建設㈱ 荒　屋 63－2581 ㈲村山土木 田　沢 63－2284

㈲倉俣住宅設備 上　山 63－2828 ㈲ヤナギ興業 堀之内 63－4418

㈱三高土木 田　沢 63－2541 山　田　工　営 通り山 63－2347

㈲信濃設備 田　沢 63－4270 ㈱　　拓　　越 十日町市 57－8211

㈱鈴木土建 芋　川 63－2007 ㈱羽生田鉄工所十日町営業所 十日町市 57－8511

㈲瀬切建設 芋　沢 58－2066 北越上下水道㈱ 十日町市 52－4293

高幸建設㈱ 如来寺 63－3103 ㈱丸山工務所 十日町市 52－7622

㈲富井電気 干　溝 63－2970 ㈱　美　佐　伝 十日町市 57－9191

中里水道工業㈲ 山　崎 63－3050 ㈲ナカ設備工業 十日町市 58－4076

南　雲　産　業 芋　川 63－2438 ㈲　旭　産　業 十日町市 52－5596

㈲樋口水道 干　溝 63－2529 ㈲和伴設備 十日町市 52－5958

㈱樋口電気 上　山 63－2112 ㈱村山土建 十日町市 52－3721

㈲星野建設 荒　屋 63－2571 ㈱池田鉄工所 津南町 65－3165

㈲宗家土建 干　溝 63－2819 ㈱高橋工務所 津南町 65－3145

㈲山田建設 宮　中 63－2382 ㈱涌井土木 津南町 66－2511

㈲山田電業 山　崎 63－2206 小林電機商会 津南町 65－2530

㈱エス・エス・シー・マツヤ 山　崎 63－2116 ㈲津南高圧興業 津南町 65－2323

㈲　吉　楽組 堀之内 63－2549 上村建設工業㈱ 津南町 65－3153

斎　喜　木　工 倉　俣 63－3077
㈱小野嶋建設 松代町

02559
7－2118㈲滝沢重機 如来寺 63－3333

㈱　　中　　澄 堀之内 63－3651 ニシウラ管業 十日町市 55－2823

平成11年度末
下水道供用開始区域状況図

※芋沢、田沢、如来寺、高道山、朴木沢、朴木沢新田、

白羽毛集落は全部供用開始区域となったため割愛し、

通り山集落のみの図面です。

魁

蜘　　　　一’
・く灘桜　　－／’

　　　　　　　　　　　o

＾　　／、嶺讐』寮〆ノ　／ノ遍

護…散／ 中里中学校

駅
～ヌアー

　一圏』ぜ　！「

　－－－〆
．’ノ

　　　　凡例

　　…供用開始地区
　　　　（平成12年3月末）

睡麗翻…供用開始済地区

　　　　（平成10年3月以前）

一…未供用開始地区

3 広報なかさと　　平成12年7月10日



雛

鳥

灘
謙
響
論
灘
．
醗

　
7
月
2
日
㈲
、
津
南
町
南
分
署
脇

の
卯
ノ
木
運
動
公
園
で
8
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
中
里
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
競
技
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
は
連
日
夜
間
練
習
を
行
な
い
、

ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
向
上
に
努
め
、

こ
の
大
会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。
選

手
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら
、
指
揮
者▲きびきびとした動きを見せる選手

の
号
令
の
も
と
、
き
び
き
び
と
し
た

動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
、
第
1
分
団
の
小
原

チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
7
月
1
6
日
㈲
十

日
町
市
で
行
な
わ
れ
る
、
十
日
町
地

区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
勝
　
第
1
分
団
2
部
2
班

　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
原
チ
ー
ム

◆
2
位
　
第
1
分
団
3
部
2
班

　
　
　
　
　
　
　
　
通
り
山
チ
ー
ム

◆
3
位
　
第
4
分
団
2
部
1
班

　
　
　
　
　
　
　
　
本
屋
敷
チ
ー
ム

◆
最
優
秀
個
人
賞

・
指
揮
者
　
桐
生
正
司
（
小
　
原
）

・
1
番
員
　
服
部
公
彦
（
小
　
原
）

・
2
番
員
樋
口
隆
行
（
小
　
原
）

・
3
番
員
　
徳
井
尚
人
（
通
り
山
）

　
　
　
　
　
山
田
秀
雄
（
清
田
山
）

雛
ヲ
ネ
タ
甥
藷

翼
の
よ
う
餐
灘

　
7
月
2
日
㈲
、
西
田
尻
の
瀬
戸
口

で
、
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室
「
ホ
タ
ル

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
行
な
わ
れ
、
1
2

人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
川
西
町
の
南
雲
自
然
観
察

〉
い
っ
ぱ
い
捕
ま
え
た
よ

鑛
翻

懇
顯

熾鱗轟〉
優
勝
し
た
小
原
チ
ー
ム

指
導
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
虫

網
・
虫
か
ご
を
手
に
源
氏
や
平
家
ボ

タ
ル
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　
あ
た
り
が
薄
暗
く
な
り
始

め
た
、
7
時
半
過
ぎ
か
ら
、

ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
光
り
始
め
、

8
時
過
ぎ
る
と
回
り
は
ホ
タ

ル
の
光
で
幻
想
的
な
世
界
を

作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
虫
か
ご
い
っ
ぱ

い
に
捕
ま
え
た
ホ
タ
ル
の
光

を
見
て
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

み
た
い
だ
ね
。
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
最
後
に
虫
か
ご
の

蓋
を
開
け
て
天
に
か
ざ
す
と
、

捕
ま
え
た
ホ
タ
ル
は
青
白
い

光
を
放
ち
な
が
ら
散
っ
て
い

盤
ヂ
ー
ム
が

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
ワ
ー
き
れ

い
。
花
火
の
よ
う
だ
ね
。
」
と
ホ
タ
ル

の
光
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
熱
戦
展
開
、

　
6
月
1
8
日
㈹
、
村
民
体
育
館
で
「
第

12

回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
中
越
地
区
大
会
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
i
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、
栃

尾
市
、
小
千
谷
市
、
津
南
町
、
中
里

村
な
ど
か
ら
1
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
は
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

予
選
を
行
な
い
、
予
選
1
位
の
4
チ

ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
な

い
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
優
勝

◆
2
位

◆
3
位

◆
4
位

▲いっぱい光っているよ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
開

　
　
　
　
　
　
　
　
叢
罎

　
　
　
　
　
　
　
　
難
．
戦

　
　
　
　
　
　
勲
鞍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

栃
尾
M
s
　
　
（
栃
尾
市
）

片
貝
A
　
　
（
小
千
谷
市
）

栃
尾
A
　
　
　
（
栃
尾
市
）

チ
ー
ム
な
か
さ
と
（
中
里
村
）

4



．
醤
嶺
を
あ
り
が
超
．

3
ぎ
ざ
融3
ま
ず
．

　
6
月
8
日
㈲
、
防
犯
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
と
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
谷
田
内
所
長
か
ら
蛍
光
灯
9

灯
が
村
に
寄
贈
さ
れ
、
役
場
応
接
室

で
山
本
村
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲谷田内所長から目録の贈呈

匪
鶉
勤
や
二
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
越
地
区
六
曇
轡
．
揚

　
6
月
1
0
日
㈹
、
川
西
町
庚
塚
運
動

場
で
「
第
2
2
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
中
魚
沼
地

区
予
選
兼
第
2
4
回
新
潟
日
報
杯
中
魚

沼
地
区
大
会
」
が
行
わ
れ
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

▲勝利のVサイン

　
中
里
村
代
表
の
田
沢
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
は
、
準
決
勝
で
千
手

タ
イ
ガ
ー
ス
（
川
西
町
）
を

7
対
3
で
破
り
決
勝
へ
進
み
、

橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
（
川
西
町
）

と
対
戦
し
ま
し
た
。
初
回
3

点
を
先
制
し
た
田
沢
ジ
ャ
ニ

ー
ズ
は
中
盤
以
降
も
着
々
と

追
加
点
を
上
げ
、
1
2
対
2
の

大
差
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
6
月
1
7
日
㈹
長
岡

市
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
な

わ
れ
た
中
越
地
区
大
会
で
は
、

一
回
戦
で
十
日
町
市
代
表
の

中
条
シ
ャ
ー
ク
ス
と
対
戦
し
、

』
簿
繭
町
で
夜
間
水
防
訓
練
襲
搬

　
6
月
2
8
日
㈱
、
津
南
町
中
津
川
運
　
　
工
法
も
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
実
践
さ

動
公
園
で
、
信
濃
川
．
魚
野
川
水
防
　
　
な
が
ら
の
水
紡
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

連
絡
会
主
催
に
よ
る
夜
間
信
濃
川
水

防
訓
練
が
行
な
わ
れ
、
十
日
町
市
、

津
南
町
、
川
西
町
、
中
里
村
の
消
防

団
員
、
河
川
維
持
管
理
業
者
な
ど
1

4
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
団
員
は
総
指
揮
者
の
号
令
の
も
と

消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
木
流
し
工

法
、
改
良
積
み
土
の
う
工
法
の
訓
練

を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
河
川
維

持
管
理
業
者
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
投
入▲改良積み土のう工法の訓練

善
戦
む
な
し
く
2
対
1
4
の
大
差
で
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

》
木
流
し
工
法
の
訓
練

　
6
／
6
㈹
十
日
町
市
陸
上
競
技
場

◆
2
0
0
m
男
子

　
1
位
　
福
崎
純
基
（
2
3
秒
η
）

◆
4
0
0
m
男
子

　
2
位
　
山
田
亮
太
（
57
秒
2
4
）

◆
8
0
0
m
男
子

　
5
位
　
桑
原
雄
樹
（
2
分
14
秒
14
）

　
6
位
　
鈴
木
裕
希
（
2
分
1
7
秒
6
7
）

◆
1
5
0
0
m
男
子

　
6
位
　
鈴
木
裕
希
（
4
分
32
秒
1
2
）

◆
山
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
男
子

　
4
位
　
服
部
慎
吾
・
廣
田
直
樹
・

　
　
　
　
桐
生
英
樹
・
太
島
秀
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
秒
6
6
）

◆
4
×
2
0
0
m
リ
レ
ー
男
子

　
4
位
　
桑
原
雄
樹
・
福
崎
純
基
・

　
　
　
　
山
田
亮
太
・
鈴
木
裕
希

　
　
　
　
　
　
　
（
1
分
4
2
秒
2
6
）

◆
走
り
幅
跳
び
男
子

　
2
位
　
福
崎
純
基
（
5
m
91
）

◆
山
走
り
幅
跳
ぴ
男
子

　
6
位
　
廣
田
直
樹
（
4
m
5
7
）

◆
三
種
競
技
B

　
5
位
　
山
田
亮
太
（
2
1
2
9
点
）

◆
山
1
0
0
m
女
子

　
8
位
　
富
井
彩
加
（
1
4
秒
90
）

◆
1
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
女
子

　
5
位
　
小
巻
沢
美
紀
（
1
8
秒
2
6
）

◆
山
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
女
子

　
2
位
　
桐
生
恵
美
子
・
小
巻
沢
美

　
　
　
　
紀
・
富
井
彩
加
・
樋
口
優

　
　
　
　
里
　
　
　
　
（
57
秒
81
）

◆
砲
丸
投
げ
女
子

　
6
位
　
南
雲
真
実
子
（
7
m
4
5
）

◆
山
走
り
幅
跳
び
女
子

　
1
位
　
樋
口
優
里
（
4
m
3
7
）

　
3
位
　
根
津
琴
乃
（
3
m
9
5
）

　
6
／
2
5
㈲
小
千
谷
総
合
体
育
館

◆
個
人
戦
　
小
学
生
女
子
の
部

　
3
位
　
吉
楽
美
里
（
県
大
会
出
場
）

平成12年7月10日広報なかさと5



こ
ん
な
季
節
料
理
腰
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
「
厚
揚
げ
と
チ
ン
ゲ
ン

菜
煮
」
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
2
㎝
位
に
、

厚
揚

　
げ
は
横
半
分
に
切
っ
て
か
ら
2
㎝
位
に
切
る
。

②
竹
の
子
は
好
み
で
食
べ
や
す
い
よ
う
に
切
り
、
水
を
さ
っ
と
か
け
る
。

③
人
参
を
ー
㎝
位
に
切
り
花
型
で
抜
き
、
生
し
い
た
け
は
軸
を
取
り
半
分
に
切

　
る
。

④
鍋
に
だ
し
汁
と
人
参
を
入
れ
、
2
分
位
火
に
か
け
、
人
参
が
少
し
固
め
の
う

　
ち
に
調
味
料
（
砂
糖
、
塩
、
し
ょ
う
油
）
と
厚
揚
げ
、
生
し
い
た
け
、
竹
の

　
子
を
入
れ
て
4
～
5
分
煮
る
。

⑤
厚
揚
げ
が
ふ
っ
く
ら
し
て
き
た
ら
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
入
れ
、
落
と
し
蓋
を
し
て

　
ー
～
2
分
味
が
し
み
込
む
ま
で
煮
て
出
来
上
が
り
。

★
吉
楽
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
市
販
の
白
だ
し
（
大
さ
じ
ー
）
を
入
れ
て
塩
を
少
な
め
に
す
る
と
味
が
整
い

　
ま
す
。

・
だ
し
汁
は
多
目
に
作
っ
て
冷
凍
・
冷
蔵
し
て
お
き
、
時
間
が
な
い
時
に
使
う

　
と
便
利
で
す
。

◆
「
厚
揚
げ
と
チ
ン
ゲ
ン
菜
煮
」
に
つ
い
て
一
言

　
チ
ン
ゲ
ン
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
が
豊
富
で
夏
バ
テ
予
防
に
な
り
、
ま
た
￥

こ
の
一
品
で
カ
ロ
チ
ン
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
取
れ
、
が
ん
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
人
参
の
替
わ
り
に
う
ず
ら
の
卵
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
よ
。

こ
ぶ
し
会

　
吉
楽
明
美
さ
ん
（
干
溝
）

◆
「
厚
揚
げ
と
チ
ン
ゲ
ン

　
菜
煮
」
の
材
料
（
4
人
分
）

・
チ
ン
ゲ
ン
菜
…
…
…
…
…
・
－
／
束

・
厚
　
揚
げ
…
…
…
…
…
…
3
枚

・
竹
の
子
水
煮
（
市
販
）
…
…
…
4
本

・
人
　
参
（
中
）
…
…
…
…
…
…
4
本

・
生
し
い
た
け
…
…
…
…
5
5
6
枚

・
だ
し
汁
…
－
…
…
8
0
0
㏄

・
砂
　
　
　
糖
…
…
…
大
さ
じ
2
杯

・
　
　
塩
　
　
…
小
さ
じ
ー
／
2
杯

・
し
ょ
う
油
…
…
…
大
さ
じ
4
杯

》
夏
バ
テ
予
防
に
な
り
ま
す

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

の
た
め
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
母
が
監
護
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
母
が
監
護
し
て
い
な
い
と
き
は
、
代
わ
り
に
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態

③
父
が
死
亡
し
た
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

⑦
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年
以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

　
童

⑧
遺
棄
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

　
知
的
ま
た
は
、
身
体
（
内
科
的
疾
患
を
含
む
）
に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
す
る
手
当
で
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

　
知
的
ま
た
は
、
身
体
に
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
2
0
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
、
母
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
父
母
が
監
護
で
き
な
い

と
き
は
、
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
人
）

※
た
だ
し
、
両
手
当
て
と
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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4

翻
爽
難
炎
響
鎌
盤
ズ
　
玄
司
会
に
真
野
響
子
さ
ん
を
裂

．
灘
羅
講
離
」
前
売
券
　
　
齢
能
錨
雛
無
轡
鴇

『
発
売
中
！
　
　
　
　
　
い
ま
究

大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
“
　
、
欝
糧
賢
治
麗
毒
の

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
カ

7
月
2
0
日
か
畠
日
間
に
わ
た
っ
て
　
雛
．
燃
．
　
個
展
開
催

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
期
中
は
展
示
さ
　
．
　
越
後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
大
賞
を
受

れ
た
作
品
の
鑑
賞
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
　
　
賞
し
た
高
橋
賢
治
さ
ん
（
津
南
町
）

プ
、
ま
た
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
　
　
の
個
展
「
越
後
妻
有
の
ス
テ
キ
な
四

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
地
の
芸
術
　
　
季
折
々
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家

祭
に
は
様
々
な
参
加
方
法
が
あ
り
ま
　
　
族
揃
っ
て
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
の
一
つ
が
「
大
、
◆
期
　
日

地
交
響
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。
　
　
　
7
月
2
0
日
困
～
8
月
6
日
㈲

こ
れ
は
世
界
各
地
か
ら
音
楽
や
踊
り
　
　
◆
場
　
所
　
十
日
町
情
報
館

の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
、
地
域
の
　
　
◆
入
場
料
　
無
料

出
演
者
と
共
演
す
る
楽
し
い
祭
り
で

ゆ
め
や
や
ゆ
や
ゆ
籍
φ
や
や
ゆ
籍
鶏
や
や
や
ゆ
籍
⇔
導
や
や
や
給
や
や
や
や
や
φ
や
や
や
や
ゆ
や
や
ゆ
φ
や
や
や
ゆ
や
や
や
ゆ
ゆ
φ
や
φ
嶽
φ
や
や
や
籍
や
ゆ
や

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

癒
　
臨
脳
　
　
総
　
　
寮
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
や

時
暢
者
洋

　
　
　
演
．
簾

『
、
霞
糞
鶴
麟

嚢
◆
◆
　麟簾洋輔．糠灘籍蒔・H◎獲⑬董騰繋

灘灘辮灘繋率．巻墨撫藩．天鼓、掘甜荻

離．金灘叢衷灘麟難獄内海盤彦、翼ン

癬雛鯵藻・，難雛バ簗灘翼礁輩鵯晦糞太

麟．新繰叢灘謹節保霧套　ほi購

◇翔　嚢　糞欝響講

◆顕場辮

　一　毅　慧，憩愈◎闇（前売碧，髄懸円〉

　鍵謙溝灘翻騰漁・商鎌

　　　　　難駒鐙閣鱗養雛，o◎鋼）

◆入i場券麹込み・閾合鮭先

　糞地の蒙犠祭欝務撮《饗駆一麗鋤ま

擬穣、餐諦灘舞役場・難饗雛灘奮一欝セ

繋醗霧誰購瞬撫地賦i公幾館
轡ウ疹や拳づδや拶轡拶拳拶轡φδ捗δ導φφφむδ渉やφδφ渉δウδφぐ略¢

村
丙
礁
姿
響
現
じ
た

糧
詰
の
数
々

①
岩
崎
永
人
　
「
化
石
」

　
薄
暗
い
清
津
峡
の
ト
ン
ネ
ル
の
中

で
、
流
木
で
で
き
た
身
体
像
が
上
を

向
い
て
立
っ
て
い
ま
す
。
縄
文
を
強

く
意
識
し
た
そ
の
身
体
像
の
中
性
的

な
エ
ロ
ス
は
光
を
待
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。

②
ク
リ
ス
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
　
「
中
里
か
か
し
の
庭
」

　
東
田
尻
の
皆
さ
ん
総
出
の
色
塗
り
、

設
置
作
業
で
で
き
あ
が
っ
た
作
品
で

す
。
“
か
か
し
”
を
置
く
こ
と
で
訪
問

者
に
美
し
い
土
地
を
気
付
か
せ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

③
片
瀬
和
夫
　
　
「
夜
釣
師
」

　
水
が
来
な
い
河
原
に
糸
の
な
い
釣

竿
を
垂
れ
る
こ
の
作
品
は
、
ダ
ム
に

よ
り
川
が
澗
れ
た
こ
と
を
痛
切
に
訴

え
て
い
ま
す
。
倉
俣
小
の
子
ど
も
た

ち
と
芋
川
集
落
の
人
達
の
石
集
め
に

よ
り
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

④
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　
「
日
本
に
向
け
て
北
を
定
め
よ
」

　
赤
い
大
鳥
居
と
今
に
も
倒
れ
そ
う

な
22
ト
ン
の
逆
さ
に
な
っ
た
鉄
骨
枠

の
家
の
組
み
合
わ
せ
は
不
思
議
な
空

④

間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

⑤
牛
波
（
ニ
ュ
ウ
・
ポ
）
「
克
雪
人
」

　
村
出
土
の
火
焔
型
土
器
を
頭
に
持

ち
、
縄
文
以
来
4
千
5
百
年
も
の
間
、

こ
の
地
域
の
人
々
が
雪
を
克
服
し
、

燃
え
る
思
い
で
生
き
て
き
た
こ
と
へ

の
尊
敬
と
、
こ
の
精
神
を
世
界
に
発

信
し
た
い
と
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
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梅
雨
に
入
り
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
、

体
の
方
も
大
変
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。

先
日
、
「
新
潟
県
農
山
漁
村
女
性
交
流

協
議
会
」
が
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

で
行
な
わ
れ
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
2
年
度
の
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
土
に
生
き
、
土
に

学
ぶ
豊
か
な
く
ら
し
」
で
し
た
。
佐

渡
、
三
魚
沼
、
柏
崎
、
上
越
と
広
い

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
農
業
や

農
村
の
良
さ
を
見
つ
け
出
し
、
活
発

な
意
見
・
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の

一
歩
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
農
村

　
　
　
　
　
　
女
性
の
主
体
的
な
社

　
　
　
　
　
　
会
参
画
へ
の
強
い
呼

　
　
　
　
難
　
び
か
け
も
あ
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
。
私
た
ち
の
大
切

　　　嚢　　懸　灘灘繋

〉
ご
主
人
と
田
植
え
作
業

な
命
を
守
る
食
べ
物

に
輸
入
食
品
、
遺
伝

子
組
替
え
食
品
が
出

回
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
、
恐
ろ
し
い
こ

と
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
の
草

の
根
ま
で
枯
ら
し
て

し
ま
う
除
草
剤
の
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
も

負
け
な
い
大
豆
、
3
0

種
類
の
虫
が
1
回
で

死
ん
で
し
ま
う
農
薬

に
も
負
け
な
い
輸
入

作
物
。
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作

ら
れ
た
油
や
そ
の
他
数
々
の
食
べ
物
。

虫
も
つ
か
な
い
輸
入
米
。
今
す
ぐ
ど

う
な
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

長
い
年
月
食
べ
続
け
れ
ば
ア
レ
ル
ギ

ー
の
原
因
に
も
な
り
、
体
に
大
変
な

事
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
上
越
の
オ
リ
ザ
の
会
の
皆
さ
ん
が

わ
か
り
や
す
く
朗
読
劇
で
発
表
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
日
本

の
主
食
で
あ
る
米
を
守
り
、
そ
し
て

こ
の
地
で
安
全
な
野
菜
を
作
り
、
皆

で
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
季
節
ご
と
に
取
れ
る
野
菜
を
送

っ
て
や
り
、
子
ど
も
や
孫
の
健
康
も

守
っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
健
康
に
気
遣
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

【
O
み
六
根
】

　
寒
中
に
大
根
を
細
長
く
切
っ
て
ゆ

で
て
編
ん
で
外
に
干
し
、
し
み
さ
せ

て
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。
今
夏
野
菜
が

取
れ
る
ま
で
の
間
に
時
々
煮
る
と
良

い
。
し
み
大
根
は
ぬ
る
ま
湯
で
も
ど

し
、
干
し
ニ
シ
ン
、
し
い
た
け
と
一
緒

に
煮
る
。
油
を
入
れ
適
度
に
甘
辛
く

て
良
い
。
昔
の
人
は
よ
く
作
り
ま
し

た
が
、
今
は
珍
し
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

O
翻
O
O
【
】
O
O
【
】
目
目
O
O
摺
翻
9
0
0
【
】
O
O
O
【
】
9
ロ
O
【
】
O
O
O
【
】
O
【
】
O
O
【
】
摺
ρ
O
摺
O
O
O
【
M
ロ
O
O
O
翻
O
O
O
a
釦
O
摺
【
】
O
翻
O
螢
O
翻

び
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

㎜
氷
を
彰
つ
と
消
費
し
ま
し
ょ
う
」
　
㈱

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

㎜
　
こ
れ
が
ら
ぽ
．
罰
す
じ
ご
飯
」
も
食

ロ

a
欲
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

開開開開。
◆
作
り
方

㎜闘
0
か
ん
ぴ
ょ
う
、
畢
し
し
い
た
け
は

ロ。G

　
戻
し
て
薄
切
り
に
し
て
調
味
料
餐

ロ

。
　
煮
る
。

臼a

開
②
き
ぬ
さ
や
、
エ
ビ
は
塩
湯
で
色
よ

り

o
　
〈
ゆ
で
る
。

凹㎜
③
穴
子
は
5
㎜
幅
に
切
つ
て
お
く
。

ロ。G

④
薄
焼
き
卵
を
作
り
細
か
く
切
る
。

ハ

㎜
⑤
ご
飯
が
温
か
い
う
ち
に
広
げ
、
具

ロ

。
　
を
混
ぜ
て
器
に
盛
り
、
き
ざ
み
の
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G
O
α
O
【
】
騒
騒
薩
O
O
a
O
ほ
【
】
O
O
巳
【
】
O
O
口
【
】
O
O
【
】
a
【
】
O
【
】
【
】
臨
O
【
】
巳
【
】
【
】
睦
O
【
】
O
O
O
【
】
【
】
O
O
O
【
】
騒
口
O
【
】
O
騒
O
【
】
O
O
O
O
【
】
【
】

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

救
命
看
護
婦
2
5
時
　
　
清
水
み
よ
こ

呪
縛
　
中
　
　
　
　
　
　
　
高
杉
良

プ
ラ
ハ
の
春
　
　
　
　
　
春
江
一
也

白
夜
行
　
　
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾

奇
貨
居
く
べ
し
　
黄
河
篇
・
火
雲
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
谷
昌
光

美
女
入
門
　
　
　
　
　
　
林
真
理
子

女
優
志
願
　
母
と
娘
の
歩
い
た
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
足
亜
希
子

礫幸
福
の
船

宙
返
り
　
上
・
下

素
敵
な
あ
い
つ

深
川
恋
物
語

遁
げ
ろ
家
康
　
下

ナ
イ
フ

泡
亭
の
一
夜

象
と
耳
鳴
り

柔
ら
か
な
頬

絶
え
て
桜
の

風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン

女
龍
王
神
功
皇
后

天
使
の
嘆
り

百
器
徒
然
袋
一
雨

白
日

か
り
そ
め

ス
ピ
カ
　
原
発
占
拠

さ
か
し
ま

N
・
A
の
扉

　
　
　
藤
沢
周

　
　
平
岩
弓
枝

　
大
江
健
三
郎

　
　
　
高
橋
咲

　
宇
江
佐
真
理

　
池
宮
彰
一
郎

　
　
　
重
松
清

　
　
泡
坂
妻
夫

　
　
　
恩
田
陸

　
　
桐
野
夏
生

　
　
斎
藤
雅
子

　
　
児
玉
充
司

下
巻

　
　
黒
岩
重
吾

　
　
貴
志
祐
介

探
偵
小
説

　
　
京
極
夏
彦

　
　
北
方
謙
三

　
　
渡
辺
淳
一

　
　
高
嶋
哲
夫

　
　
　
梁
石
日

　
飛
鳥
部
勝
則
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　本年4月より介護保険制度がスタートし、福祉行政が大きな変換期を迎えました。今後の高齢化社会における在

宅福祉を考慮し、新規事業としてヘルパー養成研修を実施します。

◆研修実施期間・会場・内容等

月　　鍛 時　　聞 教　　科　　名 内　容 会　　　　　場

9月2日㈹

9：00～12：00 サービス提供の基本視点

講　義 社会福祉協議会研修室13：00～15：00 家事援助の方法（基本原則他）

15：00～17：00 家事援助の方法（管理、技術）

9月3日（日）

9：00～12：00 ホームヘルプサービス概論

講　義 社会福祉協議会研修室13：00～15：00 老人福祉の制度とサービス

15：00～17：00 障害者（児）福祉の制度とサービス

9月9日（ガ
9：00～12：00 介護概論

講義 社会福祉協議会研修室
13：00（）16：00 サービス利用者の理解

9月10日（日）
9：00～12：00 医学の基礎知識

講義 社会福祉協議会研修室
13：00～15：00 心理面への援助方法

10月？日㈲
9：00～12：00 ホームヘルプサービスの共通理解

実　技 特別養護老人ホーム七川荘13：00～15：00
共感的理解と基本的態度の形成

15：00～17：00

10月14日（ガ
9：00～12：00

介護技術入門 実　技 特別養護老人ホーム七川荘
13：00～17：00

10月15日（日） 9：00～12：00 介護技術入門 実技 特別養護老人ホーム七川荘

11月6日（月）

～12月14日㈲
8：00～17：00 在宅サービス提供現場実習 実　習 デイサービスセンター

◆経　　　費　　5，000円（テキスト代等）

◆申込み方法　　受講希望者は、中里村社会福祉協議会に申込み用紙を用意してありますので、ご記入のうえ、事

　　　　　　　務局に提出してください。なお、受講者は中里村民に限らせていただきます。

◆申込み受付期間・7月17日（月）から8月4日團

　　　　　　　　　※ただし、先着25名で締め切らせていただきます。

◆問合せ先　　中里村社会福祉協議会　E63－4522
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
が
、
〈
云

Q
社
を
退
職
し
て
昌
業
藷
め
ま

し
た
。
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
手
続

A
き
を
し
蓬
く
一
蓑
退
職
さ
れ

る
と
厚
生
年
金
保
険
は
自
動
的
に
資
格

喪
失
と
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
は

60

歳
未
満
で
あ
れ
ば
引
き
続
き
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
営
業
を
始

め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
第
／
号
被

保
険
者
と
し
て
種
別
変
更
届
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
あ
な
た
に
扶
養
す

る
妻
（
夫
）
が
い
る
場
ム
ロ
、
あ
な
た
だ

け
で
な
く
配
偶
者
の
種
別
変
更
届
も
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
先
日
ま
で
民
間
企
業
に
勤
め
る

Q
。
」
で
し
蓉
く
云
社
員
と
の
結

婚
を
機
に
退
職
し
、
専
業
主
婦
に
な
り

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

で
す
か
。

　
　
　
第
3
号
被
保
険
者
の
種
別
変
更

A
届
を
し
て
く
だ
毒
書
貝
の

方
と
結
婚
し
、
そ
の
被
扶
養
者
と
な
っ

た
場
ム
ロ
は
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
国
民
年
金

担
当
窓
ロ
で
加
入
の
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
際
、
第
3
号

被
保
険
者
は
配
偶
者
で
あ
る
夫
（
妻
）

が
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
ム
ロ
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
￥
届
出
用
紙
に
あ
る
夫

（
妻
）
の
勤
務
先
事
業
主
確
認
欄
の
証

明
を
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。　

第
3
号
被
保
険
者
に
な
る
と
、
直
接

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
加
入
の
届
出

を
忘
れ
る
と
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ

と
に
は
な
ら
ず
．
年
金
を
受
け
取
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
自
営
業
を
営
む
男
性
と
結
婚
し
、

Q
〈
云
社
勤
め
壽
め
て
家
萎
手
伝

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

手
続
き
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

　
　
　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
の
届

A
出
が
必
要
奇
く
一
蓑
退
職
し

た
人
は
ど
ん
な
場
ム
ロ
で
も
国
民
年
金
の

種
別
変
更
届
が
必
要
で
す
。
配
偶
者
が

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
ム
ロ
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
会
社
員
や
公
務
員
で
あ
れ

ば
第
3
号
被
保
険
者
￥
自
営
業
や
漁
業

・
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人
で
あ
れ

ば
第
／
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
あ

な
た
の
よ
う
な
場
ム
ロ
は
、
た
と
え
専
業

主
婦
に
な
ら
れ
て
も
第
／
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
の
で
￥
国
民
年
金
担
当
窓

ロ
で
種
別
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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囹国回凹

平
成
紐
蕪
痘

　
　
　
　
劇
衛
藏
等
募
集

◆
応
募
資
格

・
難
墾
学
生

　
　
高
卒
（
見
込
）
2
1
歳
未
満
の
者

・
欄
般
薄
候
補
学
生

　
　
1
8
歳
以
上
2
4
歳
未
満
の
者

・
蕩
篠
補
士

　
　
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
者

・
墾
等
陸
海
鍵
鐙

　
　
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
者

・
防
衛
汰
学
校
及
撒
防
衛
薩
科
糞
掌

　
校
蓼
麩

　
高
卒
（
見
込
）
餌
歳
未
満
の
者

・
蕎
護
蒙
生

　
高
卒
（
見
込
）
22
歳
未
満
の
女
子

◆
申
込
み
受
付
期
間

・
航
塗
学
生
、
鱒
般
蕊
候
補
票
盤
．

　
曹
繰
補
士
．
2
等
陸
海
空
歯

　
8
月
7
日
側
～
9
月
8
日
囲

・
防
衛
大
学
校
及
び
防
徳
医
科
数
学

　
絞
禦
墾

　
9
月
5
日
ω
り
～
1
0
月
1
3
日
樹

・
餐
護
学
盤

　
9
月
輯
日
㈲
～
1
0
月
1
3
日
樹

◆
試
験
実
施
日
　
受
付
後
に
指
定

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

　
長
岡
市
学
校
町
2
－
9
1
2
6

　
盈
0
2
5
8
－
3
3
1
0
2
5
6

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
奥
田
）

　
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

ミ
オ
簗
鞍
離
書
と

「
第
4
回
墓
職
灘
懸
祭
り
」

◆
日
時

　
7
月
2
0
日
困

　
午
後
3
時
～
午
後
8
時
3
0
分

◆
場
所

・
第
1
会
場
（
芸
能
祭
）

　
　
信
濃
川
河
川
敷
ス
テ
ー
ジ

・
第
2
会
場
（
模
擬
店
等
）

　
　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
駐
車
場

◆
内
容

　
芸
能
祭
、
模
擬
店
、
花
火
大
会

◆
問
合
せ
先

　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

　
　
　
　
　
　
E
6
3
－
4
8
1
1

夏
休
蘇
親
藩

　
　
　
　
　
　
施
設
髭
学
会

◆
目
時

　
8
月
1
0
日
困

　
午
前
8
時
～
午
後
6
時

◆
見
学
場
所

　
東
北
電
力
東
新
潟
火
力
発
電
所

（
聖
籠
町
）
、
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海

（
新
潟
市
）
ほ
か

◆
募
集
人
員
　
親
子
2
0
組

◆
参
加
費
　
一
組
　
3
、
0
0
0
円

◆
申
込
締
切
　
8
月
7
日
㈲

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
盈
5
2
i
3
1
0
7

盤鎌の、．主役、

山本つぐみちゃん（・歳）⑱

寛文・艶子さん夫妻の長女（小出）

犬が大好きなつぐみちゃん。近所

の犬といつも楽しく遊んで、その場

をなかなか離れようとしません。音

楽も好きで、お兄ちゃんを保育園に

送って行き．時ノマ園児と一緒に音楽

に合わせ腰を振ったり．手をたたい

たりして踊っています。

とても元気なつぐみちゃんに、お

母さんは「一般的な常識を持って、

人の立場に立って人の気持ちをわか

ってあげられるよゑな人になっても

平成12年6月の入札結果
霊　　　事　　－名 場　　醗 距事費 講　負　業　讐

農業用道路整備工事 葎　　沢 8，820，000円 上越舗道株式会社
普通林道新屋敷線路線測量・設計委託 新屋敷 3，045，000円 株式会社　十日町測量

村道倉下土倉線改良工事 土　　倉 44，625，000円 高幸建設株式会社
倉俣芋川地区配水管布設替工事（13・14工区） 倉　　俣 5，827，500円 有限会社　信　濃　設　備

倉俣芋川地区配水管布設替工事（3・4工区） 芋　　川 6，720，000円 中里水道工業有限会社

倉俣芋川地区配水管布設替工事（1・2工区） 芋　　川 4，851，000円 有限会社　樋　口　水　道

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（13工区） 倉　　俣 10，080，000円 株式会社　鈴　木　土　建

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（4工区） 芋　　川 12，285，000円 有限会社　星　野　建　設

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（1工区） 芋　　川 11，907，000円 有限会社　滝　沢　重　機

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（14工区） 倉　　俣 7，560，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（2工区） 芋　　川 8，505，000円 有限会社　山　田　建　設

特定地区公園ミオンの森星の広場新設工事 宮　　中 15，645，000円 高幸建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（11工区） 宮　　中 9，135，000円 有限会社　瀬切　建　設

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（12工区） 宮　　中 5，250，000円 有限会社　吉　　楽　　組

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（9工区） 宮　　中 15，750，000円 高幸建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（10工区） 宮　　中 17，010，000円 大村建設株式会社
下水道事業認可変更業務委託 田沢・倉俣唄野 7，980，000円 中日本建設コンサルタント㈱
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圏闘圏圏

平
成
翻
離
痘
海
上
保
安

大
単
綾
・
溝
幽
保
安
学
校

生
募
集

◆
受
付
期
間

　
蕪
稜
講
墾

　
7
月
2
7
日
困
～
8
月
1
0
日
困

．
◎
撒
欝
雛
灘
畿

　
8
月
2
4
日
困
～
9
月
5
日
ω
℃

◆
採
用
予
定
数

糠
響
縢
禁
盤

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
　
約
50
名

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
　
　
　
約
2
5
名

海
洋
科
学
課
程
　
　
　
　
　
約
5
名

鱒
糞
灘
狡
撃
鎧
　
　
　
　
　
約
4
5
名

◆
受
験
資
格

　
昭
和
52
年
4
月
2
日
（
大
学
校
学

生
は
昭
和
5
5
年
4
月
2
日
）
以
降
に

生
ま
れ
た
も
の
で
次
に
掲
げ
る
者

ω
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

　
成
1
3
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

　
込
み
の
者

の
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
及

　
び
平
成
招
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の
課

　
程
を
修
了
し
た
も
の
及
び
平
成
1
3

　
年
3
月
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み

　
の
者

⑥
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

　
者
等
人
事
院
が
…
川
、
の
に
掲
げ
る

　
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　
る
者

◆
試
験
日

・
講
横
灘
盤

　
第
一
次
試
験
　
9
月
2
4
日
㈹

　
第
二
次
試
験
　
⑩
月
⑭
日
困

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
2
0
日
㈹

・
茨
欝
藤
鰹
盤

　
第
一
次
試
験
　
絶
月
2
8
日
ω

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
2
9
日
㈲

　
第
二
次
試
験
　
1
2
月
2
2
日
囲

◆
試
験
地

・
驚
脚
藻
試
験

　
新
潟
市
、
金
沢
市
他
全
国
3
5
ヶ
所

・
鐵
鐵
舞
議
醸

　
新
潟
市
他
1
1
ヶ
所

◆
そ
の
他
　
受
験
手
数
料
は
不
要

◆
問
合
せ
先

　
〒
9
5
0
1
8
5
4
3
　
新
潟
市

　
万
代
2
丁
目
2
番
2
号
　
第
九
管

　
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
盈
0
2
5
f
2
4
4
i
4
1
5
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
2
1
5

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
0
1
2
0
－
4
4
4
卜
5
7
6

下
水
鶯
傭
理
鼓
術

　
　
　
　
　
　
　
．
灘
莚
舐
験

◆
試
験
目
時

　
1
1
月
12
日
㈹

　
午
後
1
時
1
5
分
～
4
時

◆
受
付
期
間

　　　　　　　　黙　　　　獲欝

鑑
晰
崎

　
　
　
　
　
十
山

圃　
　
　
　
　
康
美

　
　
　
　
　
博
裕

　
　
　
　
　
藤
田

　
　
　
　
　
佐
山

　
　
　
　
　
｛

｛笹崎義隆　上　　山
滝澤恵美　十日町市

讐
岡村フジノ（94）倉　俣

南雲寅松（91）芋　川

関澤チヨ（80）七川荘

渡邉伊佐（91）高道山

井ノ川政次（79）如来寺

徳井和夫（72）堀之内

山田一義（81）東田尻

樋口清一（88）白羽毛

中藤田宇一（77）宮

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　
7
月
3
日
㈲
～
7
月
2
1
日
囲

　
（
7
月
2
1
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

◆
申
込
み
方
法

　
所
定
の
受
験
申
込
書
を
簡
易
書
留

郵
便
に
よ
り
提
出

◆
試
験
地

札
幌
市
、
仙
台
市
、
東
京
都
、
新

潟
市
な
ど
η
都
市

◆
問
合
せ
先

　
日
本
下
水
道
事
業
団
　
技
術
開
発

　
研
修
本
部
管
理
課

　
〒
3
3
5
1
0
0
3
7
　
埼
玉
県

　
戸
田
市
下
笹
目
5
1
4
1

　
盈
0
4
8
f
4
2
1
1
2
0
7
6

　
ま
た
は
、
役
場
環
境
課
下
水
道
係

平
成
鶏
蕪
燦
第
2
学
期

放
送
太
嶺
馨
鋸
募
集

　
放
送
大
学
で
は
1
0
月
入
学
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
大
学
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
な
う

餐漏の納税匙振替国

綴固定資産税　儲癒訓圏）

■国保税α月鋼鱒
■保　奮　料　α月釧頗
■国　　民　　薫欝　金　　　（驚趨25田）

■圭奉氷道　儲月25霞）

正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

　
学
び
た
い
！
そ
れ
が
入
学
資
格
で

す
。◆

募
集
期
間

　
6
月
1
5
日
困
～
8
月
1
5
日
ω
℃

◆
募
集
学
生

・
全
科
履
修
生

　
　
…
卒
業
を
目
指
す
学
生

・
選
科
履
修
生

　
　
…
…
1
年
間
在
学
す
る
学
生

・
科
目
履
修
生

　
　
…
…
1
学
期
間
在
学
す
る
学
生

◆
多
様
な
科
目

　
外
国
語
、
心
理
学
、
健
康
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
の
約
3
0
0
科
目

で
構
成

◆
問
合
せ
先
・
資
料
請
求
（
無
料
）

　
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　
〒
9
5
1
1
8
1
2
2
　
新
潟
市

　
旭
町
通
1
番
町
7
5
4

　
B
O
2
5
－
2
2
8
1
2
6
5
1

　　　　　　　　　　　　箋

　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　繋　　　　　　　麟　　　　　鰯　　　懸　　繧鞭縫
19件

一1人

23人

24日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成12年7月10日広報なかさと11
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、淋

／7月15目～8月5日＼

カレンダー

舅

115佳》

16（日1

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合コー一モ…
一辺レ　　（1）11：00～11二40

七ツ釜まつり　合田代七ツ釜公園
（！）10：00～15二〇〇

．17（月） 子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院i
（D14：00～16：30受付

…18㈹
子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院　i
（D14：00～16：30受付

119㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場
（E）13：45～14二〇〇

…
P

20休）

祝日　海の目
大地の芸術祭開会式
ミオンなかさとrふれあい祭り」合ミオン／
なかさと　（∋15：00～20二30

i21囲
子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院　『
㊤14：00～16二30受イ下す

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス』
セ！ンター　013：30～16二〇〇

22仕）

23（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　（⊃11：00～11：40

村民体育祭　合中里中学校グラウンド
（D8二〇〇～／2：30

！・24（月）

子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院　i
O14：00～16二30受付

補聴器相談（キコエ）　合役場
（1）15：30～16：00

i25㈹

…
i
i

26㈱
27休） 三種混合　合保健センター

014：00～14：30受付

28囲

3歳児健診　合保健センター
013：00～13二30受付

心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービi
スセンター　（D13二30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
（1）13：30～16：00

i

i29（±） ミュージック・プラネ　合ユーモール
⊂）19：30～

30（日）

31（月）

1㈹ 自然ふれあい教室　合村民体育館
㊤9：30～11：00

2㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場
（D13二45～14二〇〇

3㈱

ii 4囲
心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービスi
センター　013二30～16二〇〇

5仕）
F蹴糖聯罵澗＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄～淵’－≡；＝＝・糖・糖：

　　　　　　　　灘騰　　　　　　　難畷　　　　　難撚i　　　　辮　　　灘　　灘鑛　盤灘憲

6月末現在（）は前月比

男3，268人（一7）

女3，277人（一1）

計6，545人（一8）
　　1，709　（十2）

●人ロ

●世帯数

　介護者同士が交流することで、介護の工夫や息抜きの方法、
介護者自身の健康管理の仕方などをお互いに学びませんか。

　介護者が参加している間、お年寄りをお預かりします。1週

間前までに連絡してください。

◆日　　時　8月28日（月）午後2時～4時30分

◆会　　場　クロス10　レセヌションホール

◆内　　容

　①痴呆性老人の介護劇小梅座
　②「痴呆性老人を介護して」

　　　呆け老人をかかえる家族の会県支部長　今井康子　先生

　③介護者の交流会

◆期　　日　8月20日（日）午前9時～午後2時30分

◆参加対象　小学4年生以上の親子50名

※定員になり次第締切り

◆募集期間　7月24日（月）～8月7日（月）

◆会　　場　胎内川河口

◆参加費　一人　1，500円
◆持ち物　ぬれてもよい服装・靴く着替え、保険証など

◆申込み・問合せ先

　新潟県少年自然の家　EO254－46－2224

◆日　　時　7月24日（月）午前10時30分～午後1時

◆内　容「パスタDEヌランチ」
　　　　　　冷たいトマトのスパゲッテイ、テイラミス　ほか

◆場　所東北電力㈱十日町営業所
◆募集定員　18名　※申込み多数の場合は抽選

◆参加費　500円
◆申込み・問合せ先

　東北電力㈱十日町営業所　お客さまセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盆52－3107

㊦山口医院 大坪医院
密55－2003 E57－6100
（十日町市） （十日町市）

＝7／16

上村病院
7／23

津南病院
▽

密63－2111 盈65－3161
（中里村） （津南町）

騨

陵7／20 大島医院
盈52－2957一

　（十日町市）

7／30庭野医院
盈52－2711

　（十日町市）

7
月
で
す
。
い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
ま
す
。
ビ
ー
ル
も
益
々
お
い
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
で
も
飲
み
過
ぎ

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

先
日
、
夜
中
に
い
き
な
り
お
腹
の

具
合
が
悪
く
な
り
ト
イ
レ
に
直
行
。

朝
起
き
た
ら
吐
き
気
も
加
わ
り
最
悪

の
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
い

け
な
い
と
病
院
に
行
っ
た
ら
、
便
の

検
査
と
点
滴
注
射
。
二
日
ほ
ど
で
お

腹
の
具
合
も
治
っ
た
の
で
す
が
、
一

週
間
ほ
ど
し
て
病
院
か
ら
「
食
中
毒

の
可
能
性
あ
り
。
」
と
検
査
結
果
の
連

絡
。
（
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
）

暑
い
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
、
食
中

毒
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。


